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電子工作マガジンNo.4「電子オルガン」鍵盤部 補足資料

使用したマイクロスイッチ

上から見た図

横から見た図

NC端子：通常COM端子と導通していて、アクチュエータを押すと非導通となる
NO端子：通常COM端子と非導通で、アクチュエータを押すと導通する
※今回使用するのはCOM端子とNO端子

アクチュエータ
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今回下記のマイクロスイッチを使用しているが、回路としては鍵盤を押したときに導通すればよいので、
PUSH-ONの押しボタンスイッチでも問題ない

木製クリップを鍵盤としてアクチュエータに両面テープで貼り付ける

左図のように並べて固定する
固定の仕方は問わないが、今回はビスシャフトでねじ穴を串刺しにし
て、間隔はスペーサで整えた

スペーサ
ビスシャフト

ドレミファソラシド

鍵盤共通側

鍵盤抵抗側

120Ω

22
0Ω

22
0Ω

24
0Ω

27
0Ω

200Ω

27
0Ω

27
0Ω

300Ω

33
0Ω

33
0Ω

39
0Ω

39
0Ω

鍵盤部の結線図
本誌P61第 3図上の下側の接続先になります


